
２．県大会出場資格 

 

出場資格 

１ 県高総体個人戦 

    ①各学校５ペアの出場を認める。 

    ②島原大会Ｂ３２・県新人大会Ｂ３２以上に入賞したどちらか多いペア数の枠を加算する。 

    ※県個人選抜大会ベスト８の８ペアは基本的に８シードとする。 

   （ペアの変更は、１名のみ認めるが、その場合はポイントによりシードが変わる。） 

 

２ 国体６月選考会 （原則として国体候補選手８名を選出する） 

   （１）参加資格 

      ①県個人選抜大会ベスト８ 

      ②県高総体個人戦ベスト８ 

      ③県シングルス大会ベスト４ 

      ③国体強化候補選手（１月の強化練習会（国体１次選考会）で決定） 

      ④強化部推薦４名以内 

  （２）県代表選手 

      県連盟国体選手推薦委員会で推薦された６名以内とする。 

     （国体候補選手強化練習会（７月）を参考 ただし、各県単独出場の年は全国終了後に決定） 

 

３ 県新人大会個人戦 

    ①地区予選を通過したペア 

      地区予選通過ペア数は、３地区ともに原則３２ペアを上限とする。予選通過ペア数は下記の通りとする。 

 

   地区予選エントリー数が 64 ペア以上  → 32 ペア通過 

              49～63 ペア  → 28 ペア通過 

              48 ペア以下   → 24 ペア通過 

  ただし、試合方法はトーナメント方式または予選リーグ・決勝トーナメント方式とする。 

  （参加ペア数が異なるため、各地区ごとに試合方法が異なる場合があります。） 

 

    ②地区予選に参加しなかった離島の学校に対し、１ペアの出場枠を与える。 

 

４ 県団体選抜大会 

    ①県新人大会団体戦ベスト８ 

    ②①以外に県新人大会個人戦上位３ペアの得点順上位８校の計１６校とする。 

（注： 県新人戦個人戦の参加点(1)点は含まない。） 

 

５ 県個人選抜大会 

県新人大会個人戦、男女各ベスト３２ペアとする。 


